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mcgに,TC,OTCで は25mcgにPeakが み られ た 。

大 腸 菌,Klebsiella,Citrobacterlb'よ び 」Pγo∫磯s群 は,

LMに や や 感 受 性 が 高 い よ うで あ つ た が,MIC12.5～

25mcg/m1で 線 を 引 く と,Proteus群 にLM感 受 性 株

が い く らか 多 い 以 外 に は,4者 の間 に 著 る しい差 は み ら

れ な か つ た。

4)SM,CP,TC,KMの 多 剤 耐 性 との 関 係 をみ る と,

緑 膿 菌 では4剤 耐 性86株 中,RM耐 性 は46株,L,M

耐 性 は41株 で あ つ た が,他 の 菌種 で は,4剤 お よび3

剤 耐 性 株 は,い ず れ もRM,LM,OTCに も耐 性 で あ つ

た 。

以 上 の 成 績 の うち,特 に注 意 さ れ る 点 は,緑 膿 菌 の

RM感 受 性 に つ い て は ,さ らに 検 討 の 必 要 が あ る こ と

と,病 巣 由 来k腸 菌 の 約30%は,RM1.56mcg以 下

の 感 受 性 を 示 した 点 で,RMの 抗 菌 力 は 明 ら か にTC

よ り強 い と示唆 され た。

(114)Methacyclineに 関 す る 細 菌 学 的

研 究

板垣守正 ・中沢昭三 ▲山本郁夫

東京大学伝染病研究所

西 野 武 志 ・宮 川 和 子

京都薬科大学微生物学教室

Methacycllneは,Oxytetracyclineか ら合成 され た,

6位 の位 置 にMethylen基 が 導 入 され た,新 しいTetra-

cyclineで あ る。

今 回 私 ど もは,Methacycline(MC),Oxytetracycline

(OTC),Tetracycline(TC)を 同一 条 件 下 で,試 験 管 内

抗 菌 スペ ク トラ ム,臨 床 分 離 ブ ドウ球菌102株 に対 す る

感 受 性 分布,マ ウス 実験 的感 染 症 に対 す る治 療 効 果 な ど

に つ い て比 較 検 討 し,次 の ご とき成 績 が 得 られ た。

(ユ)抗 菌 ス ペ ク トラ ム

MCは グ ラ ム陽 性,陰 性 菌群 何れ に 対 し て もTC,

OTCよ りも秀 れ た感 受 性 を 示 した。

(2)臨 床 分 離 細 菌 に 対 す る感 受性 分 布

1966年 度 分離 され た病 原 ブ ドウ球 菌102株 に 対 す る,

感 受{生分 布 を 比 較 した と ころ,分 布 の ピー クがMCで

は1・56mcg!m1,0TCで は12.5mcg/ml,TCで は

3・12mcg/m1とMCが 最 も秀 れ ,TC,OTCの 順 に な つ

てい たo

ま た102株 中100mcg/ml以 上 の 耐性 菌 が3剤 と も,

約40%に 認 め られ,こ れ らの3剤 問 に は完 全 な交 叉 耐

性 が 認 め られ た。

(3)マ ウス 実験 的 感 染 症 に紺 す る効 果

感 染菌 と して,ブ ドウ球 菌,溶 血 レンサ 球 菌,肺 炎 球

菌 お よび 肺 炎 桿 菌 を 用 い,各 々感 染 後1～2時 間 目に1

回,経 口治 療 し,そ の延 命 効 果 を 比 較 検 討 した 結 果,い

ず れ の場 合 にお い て も,MCがTC,OTCよ りも秀 れ た

効 果 を示 した 。

以 上 の 結 果,MethacyclineはTetracycline,Oxytetra。

cyclineに 比 較 してinvitro,invivo共 に 秀 れ たTC

系 抗 生 物 質 で あ る と思 わ れ る。

(115)6一 メチ レ ン オ キ シ テ トラ サ イ ク

リ ソ に 関 す る2,3の 検 討

北 本 治 ・深 谷 一 太

東大伝研内科

6-Methylenoxytetracycline(MOTCと 略す)は,す

でにひ ろ く使用 され てい るが,今 度改めて検討を行 なう

機会が あつた ので,そ の成績を報告す る。

黄色 ブ ドウ球 菌 のTC,MOTC,DMCT,ML-TCに 対

す る感受性値を,肉 水寒天平板 を用いて比ilix'`'すると,完

全な交叉耐性がみ とめ られ,M.LC、 値は ほぼ同等 であ.

つた。グ ラム陰性 桿菌 の感 受性値 の比較 でもひ としく交

叉性 をみ とめたO

MOTCの 制菌殺菌作用はTCと 比較 して差をみなか

つ たo

MOTCは 赤血球吸着性が大であ り,マ ウス肝 に よる

不活化 を中等度に うけ,セ ロフア ソ嚢を用いる透析に よ

つ て,血 清蛋 白結合率は40～65%で あつた。

金属 イオンによる不活化をCaCl2,MgSO4,明 ばんの3

種の溶液を用いて検索 した ところ,何 れ も強 く不活化を

うけ るが,MOTCはTC,DMCT,ML-TCの 何れ よ り

も各溶液において不活 化を うけ る度合が もつ とも少なか

つ た。

マ ウスに150mg/kg経 口投与 した ときの臓器 内濃度

をTCと 比較す ると,肝 ではTCに 比 して低値 を示 し

たが・血 中濃度は 同等 ない しやや高 く,持 続 性を示 した。

マウスのブ ドウ球菌 背部皮下接 種に よる実験的感染症

において,1回 経 口投与に よる治療効果をTCと 比較す

ると,ほ ぼ同等の成績 と考 え られ た。 また同様の感染実

験 において,各 マ ウスにTC2.5mg,MOTC,DMCT,

ML--TCそ れ ぞれ1,5mg宛 を1回 経 口投与 した ときの

成績 はほ とん ど差 な く,等 しく有効 と判定 された。

臨床 例 として非溶血性 レンサ球菌を尿中105/ml以 上

み とめ た腎孟炎 の1例 に,MOTC1日900mg7日 間投

与 し,臨 床症状の軽快をみ とめたが,尿 中細菌はProteUS

mirabilis7×10s/m1と なつ た。一応有効 と判断 された。

副作用はみ られ なかつた。

気管支拡張症の1例 にMOTCを 長期に使用 し,最 初
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起炎菌不 明であつたが,投 与に よ り下熱 咳 ・疾減少,

白血球 正常化を認めたが,次 第に再 び悪化 し,黄 色ブ ド

ウ球菌を分離 し症状の改善はみ られ な くなつた。本例 も

一応有効 とされたが,菌 交代のためかそ の効果が一時的

であつた。

本荊は他のTC系 諸剤 に伍 して,ほ ぼ等 しい価値を有

することが,改 め て認め られた。 臨床使 用時 の副作用発

現の多少な どについ てさらに検討する余地が あろ う。

(116)塩 酸 メタサイク リソの基礎 的な

らびに臨床 的研究

五味二郎 。青柳昭雄 ・富岡 一

熊谷 敬 ・小穴正治 。吉村幸高

鳥飼勝隆 ・山田淑几 一山田幸寛

慶応義塾大学医学部五味内科

塩酸 メタサイ クリソ(以 下MC)に つい て基礎的実験・

並びにデ ィスクの検討,臨 床上治療効果 等の検討 を加え

たので報告する(一 部は第13回 化学療 法学会東 日本支

部総会において報 告 した)。

試験管内抗菌力を 患 者 由来の菌 株で,TC,DMCTと

比較検討 した。亜急性心内膜炎血 中よ り分離 した緑連菌

10株 では0.1～o・78mcg/ml,咽 頭 よ り分離 したA群 溶

連菌10株 ではo.05～1.56mcg/mlのMICで あ り咳

疾,化 膿巣 よ り分離 したプ菌 で は 感受性株6株 が0・39

～0 .78mcg/m1で あつた。尿路感染症 よりの大腸菌6株

中感受性株2株 では3.12～1.56mcg/ml,尿 路感染症お

よび 胆道感染症 よ りのク レブ シエ ラでは9株 中4株 が

0.78～6.25mcg/mlのMICを 示 した。MICがTCよ

りす ぐれた値を示 した菌株は21株,劣 る値を示 した菌

株3株 で,一 般 にTCに 比 しす ぐれ た抗菌力を有す る抗

生剤であ るこ とを知つた。こか しDMCTと の比較では・

す ぐれたMICを 示 した菌株,劣 るMICを 示 した菌株

とも,各 々10株 でMCはDMCTと ほぼ同 じ程 度の

試験管 内抗菌 力を示 した。

次いで健康成人男子5名 に早朝空腹時にMC15Cmg

を投与 し,1,2,3,5時 間後 の血中濃度お よび 尿 中排

泄量を枯 草菌を用いてカ ップ法で測定 した ところ,5名

の血 中濃度 平 均 値 は1時 間 値o.13mcg/m1,2時 間値

o.34mcg/ml,3時 間 値o.58mcg/m1,5時 間 値o・43

mcg/m1で,3時 間後ec.ue・・・…クが み られ たが,5時 間後

もさらに血 中濃度が高 くかな り持 続す るもの と思 わ れ

た。 また尿中排泄量は1時 間値0・4mg,2時 間値1・39

mg,3時 間値2.8mg,5時 間値5・2mgで あ り,5時

間 までの総量は9.8mgで5時 間以内の排 泄量 は投与量

の6.5%に す ぎなかつ た。

次にわれわれ が提供 を うけたディ スクと,自 家製のデ

ィス クとで,A群 溶連菌3株 を用いてその安定性につい

て検討 した ところ,Mcの200mcg/ml,150mcg/m1,

100mcg/mlのpH7,0の 燐i酸バ ッファー稀 釈溶液を東

洋炉紙の直径8.5mrnの ディ スクに浸 ませ(平 均0・053

ml含 有),4℃7日 間保存群 と37℃7日 間 保存群 とを

比較検討 した ところ,37℃ 保存群では1日 以内に,4℃

保存群では7日 まで漸 次阻止径 の縮小がみ られた。 いつ

ぼ う提 供 を うけ た3emcg/ml,10mcg/m1,5mcg/ml

の各ディ スクは,4。C保 存群,37。C保 存群 とも阻止径の

差は僅少で,今 回検討 した範 囲内では,実 用に充 分耐え

うるものと思われた◎

最後 に臨床 例31例 につ きMCに よる治療を行なつた

ところ,肺 炎,気 管支炎,肺 化膿症 を含む細菌性 呼吸器

疾 患18例 中15例 有効,腎 孟炎,膀 胱炎 を含む尿路感

染症7例 中3例 有効,胆 の う炎1例 有効 の成 績 で あ つ

た。 しか しSBE治 療例では,他 の 広域抗生剤治療例 と

同様,投 与中に再発 をみ とめた。副作用 としては31例

中 胃腸障害が僅か1例 に認 め られたのみで,そ の点TC

系 の薬剤 としては有用 と思われた。

(117)顎 口腔領域における塩酸

Methacyclineの 使用成績

林 一 ・斎藤志朗 ・手島泰治

松尾彰三 ・八木 伸 ・若松健一

頼 弘典

東京大学医学部口腔外科学教室

1959年,Pfizer研 究 所 のBLACKWOOD等 に よ り,

Oxytetracyclineよ り化学 的 に誘 導 さ れ た 塩 酸Metha・

cyclineに つ い て は,す で に基 礎 的,臨 床 的研 究 が 多 数

行 な われ,そ の有 用 性 が 認 め られ てい る。

この度,わ れ わ れ は 塩 酸Methacyclineを 使 用 す る機

会 を 得,(1)ラ ッ ト臓 器 内 濃 度,(2)健 康 成 人 血 中 濃

度 お よび,唾 液 中濃 度,(3)臨 床 使 用成 績 に つ き検 索

した の で 報 告 す る。

(1)ラ ッ ト臓 器 内濃 度 につ い て

ラ ッ トに50mcg/kg内 服 お よ び,大 腿筋 に筋 注 し,

一 定 時 間 後 に,屠 殺 し,各 臓 器 を 充 分 にemulsionと し,

溶連 菌COOK株 を 用 い た 。 鳥 居 式 重 層 法 で 測 定 した 。

結 果 は,内 服 では,1,3,6,12,24時 間 に つ いて 測 定

した が,ほ とん ど の もの が3～6時 間 にPeakを 示 し,

筋 注 で は,15,30分,1,3,6時 間 の測 定 で,禄 とん ど

の もの が30分 にPeakを 示 した 。 臓 器 別 にみ る と,注

射 側 大 腿 筋 が,全 臓 器 中 最 高濃 度 を示 した が,反 対 側 大

腿 筋 で は,内 服 の場 合 に のみ,わ ず か に検 出 され た。 次
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いで腎に高濃度 に認め られ,特 に12時 間値に,95mcg

を示 した。肝,血 液 で は,筋 注 に高濃度 を示 し,30分

値 に11mcgを 示 した。切開創 を加 えた皮窟 と,加 え な

い皮膚 とを比較 したが,両 者 にはほ とん ど差が認め られ

ず,筋 注 よ りも内服のほ うが高 く,1時 間値 に,10mcg

を示 した。 口腔 内臓器では,舌 お よび,顎 下唾液腺が,比

較 的高濃 度を示 し,咬 筋,下 顎骨 では,低 濃度 で,特 に

下 顎骨では,内 服でのみ,わ ずか に検 出された。

(2)健 康 成人」血中お よび,唾 液 中濃度

健康成人 に,塩 酸 メタサイ ク リソ600mgを 内 服 さ

せ,30分,1,3,6,10,24時 間後に採血お よび,自 然

流 出唾液 を採得 し,(1)と 同様,溶 連菌COOK株 を用

い た鳥居式重層法 にて測定 した。結果は,3時 間で1、7

mcgとPeakを 示 してお り,そ の後低下 してい るが24

時 間で も1mcgと 比較的高濃度を 持 続 し,血 中濃度の

持 続時間の長い ことを示 してい る◎ 自然流出唾液中濃度

は 全時間 とも測定不能 であつた。

(3)臨 床使 用成績

東京大学 医学部付属病院 口腔外科を訪れた,口 腔 内感

染症11例 と,抜 歯後の感染予防のため5例 に1日600

～1・200mgを 投与 した。感染症については
,著 効2例,

有効8例,無 効1例 であ り,有 効率は90%で,感 染予

防例 では,全 例において有効であつた。 副作用 は全 例と

もみ られなかつた。

結 語

塩酸Methacyclineに つ き,内 服お よび筋 注に よ る

各種臓器内濃度を比較 したが,内 服 に高濃度を示 した。

臓器別にみ ると,腎 に高濃度 で,顎 口腔 領域では,舌 お

よび,顎 下唾液腺 に高濃度 を示 した。

塩酸Methacyclineは,有 効血中濃度を長時間持続す

る と,い われているが,こ の結果で も,そ れを裏付けた。

(118)整 形 外 科 領 域 に お け るMetha-

cyclinehydrochloride(Rondo・

mycin)の 使 用 経1験

大戸輝也 ・杉山義弘 ・吉田宗彦

東京慈恵会医科大学整形外科教室

(主任:伊 丹康人教授)

Methacyclinehydr◎chlorideは 血 中濃度 の持続時が,

従来の抗生剤 よ り長 く,そ のために少量 の投与 でその効

果 が期 待出来 る点が特長 とされ てい る。整形外科領域に

おいては抗生剤 の長期投与 を必要 とす る症例が多 くみ ら

れ,し たがつ て副作用 の点か ら少量投与で,臨 床 効 果

が ある抗生剤が望 まれ る。 わ れ わ れ は整形外科 領域 で

Methacycljnehydrochlerideを 使用 し,そ の効 果 を検

討 した。

抗菌 力:整 形外科領域 におい て検 出された コアグ ラー

ゼ陽性 のブ菌28株 と209P1株 計29株 をも ち い寒天

平板希釈法 で検査 した。 ブ菌 に対す る感受性は他のTC

系抗生剤 と同 じよ うに2峯 性を呈 し,半 数以上が感受性

を示 し,o・4mcg/m1に て感受性 のピークが ある。約1/3

の11株 が高度耐性 を示 してい るが,100mcg/m1以 上

の耐性株はない。

血中お よび関節液 内濃度:薄 層 カップ法を使い,検 定

菌 としてブ菌209P株 を使用 した。血 中濃 度 は150,

300mg経 口投与例 ともに,投 与 後30分 で は測定不能

であ るが,4時 間後には ピークに達 し,1、2,2.05mcgl

m1の 濃度 であつた。12時 間で もなお0.6,0.8mcg/ml

の濃 度を示 した。 関節水腫を有す る変 形性膝 関節症の患

者3例 に150mgを 経 口投与 し,関 節液 内の濃度を測定

した。2時 間 までは測定不能で あ つ た が,4時 間 目に

O.78mcg/mlの 濃度 を示 し12時 間まで高濃度te持 続 し

ている。 しか も12時 間 では血 中濃度 よ りも高い濃度を

維持 していた◎

臨床成績:急 性骨膜骨髄炎3例,慢 性骨膜骨髄炎4例,

痩孔 を有す る骨関節結核 の混合感染4例,化 膿性腸腰筋

炎,プ ロデ ィー膿瘍,開 放性骨折後 の 感 染 各1例 計14

例に成人量1日600mgを 原則 として1日4回 に、分けて

投与 した。そ の結果は14例 中著効3例,有 効6例,や

や有効2例,無 効1例,中 止2例 で効果判定の可能 な12

例中,著 効,有 効例をあわせ ると9例 で,75%の 良好な

成績であ る◎ この好成績をえた原因は菌 検査の出来た症

例の大部分がTCに 対 して高度感受性を示 していたため

と考え られる。 著効例ではす べて菌 は陰性 化 した。無効

の1例 は レ線上腐骨 をみ とめた症 例である。後に腐骨別

出術を行なつて始めて痩孔 の閉鎖 をみ てい る。 ここに抗

生 剤のみ による治療法 の限界が ある様に思われ る。

副作用:29例 中3例 に 胃腸障害 をみ とめた。

以上 の検索結果,Methacyclinehydrochlorideは 整形

外科領域におい ても有効な る抗生剤の1つ と考え られる。

(119)Methacycline(Rondomycin)の

限 科 的 応 用

三国政吉!大 石正夫 。周田茂雄

今井正雄 ・高橋篁子

新潟大学眼科教室

Methacyclineの 眼科的応用 のため基礎的,臨 床 的実

験を行なつた成 績を報告する。

1・ 最 小発 育阻 止濃度

教室保存 の8菌 種34株 について感受性を しらべTC

のそれ と比較 した。
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KocH-WEEKs菌o.025～o.05mcg/ml,MoRAx-

AXENFELD菌rO・05～1・Omcg/m1,肺 炎 球菌0.25～0.5

mcg/m1,ジ フテ リー 菌O・25mcg/ml,淋 菌0.05mcg/

mlfレ ンサ 球 菌o・1～5.Omcg/ml,ブ5"・ 一一球 菌o.1～

to.25mcg/m1お よび緑 膿 菌5.emcg/m1で 抗 菌 ス ペ ク

トルはTCと 同様 で あ るが,個 々の 抗 菌 力 で は 概 して

TCよ りす ぐれ てい る。

2.ブ ドー球 菌 感受 性

1966年 分 離 のCoagulase陽 性 ブ 菌42株 に 対 す る感

・受 性は ≦0・1～>100mcg/mlと 広 い 範 囲 に 分 布 し28株

66.7%が2・5mcg/ml以 下 で発 育 を阻 止 され て い る。

分 布の 山は0・25mcg/ml(35・7%)お よ び>1eOmcg/

rn1(21.4%)に あ り,TCよ り多 少 低 濃 度 側 に 分布 す る

傾 向が み られ た。

3.前 房 水 お よび眼 組 織 内 濃 度

家兎 眼 を用 い,本 剤 の眼 内移 行 を み た 。

150mg1回 経 口投 与 で は,血 中 濃 度 は1時 間 で15

・mcg/m1とpeak値 に達 し8時 間 後 も測 定 可 能 で あ る◎

前 房 内濃 度 は3時 間 ま で 測定 不 能,4時 間 でpeakO.17

冠ncg/m1と な り8時 間 後 も測 定 可 能 で あ つ た。

b・5%溶 液5分 毎5回 点 眼 に よ る前 房 内 移 行 は1/2時

澗 後J・08mcg/mlと す で に 移 行 を みpeakは3時 間値

心.93mcg/mlで あつ た◎

1%ets液0・3ml結 膜 下 注射 では,1/2時 間o・06mc9/

an1,peakは2時 間 でo.14mcg/mlで あ る。

点眼3時 間後 の眼 組 織 内濃 度 は 前房 水 が最 も高 く,以

下 角膜,球 結 膜,眼 瞼,外 眼 筋,強 膜 お よび 硝 子体 に移

行 が証 明 され,虹 彩毛 様 体,網 脈 絡膜,水 晶 体 では 測 定

不能 であ つ た。

結膜 下 注射2時 間 後 で は 外 眼 筋126.75mcg/mlで 最

も高濃 度 の移 行 がみ られ,次 い で 強膜,球 結 膜,角 膜,

網 脈絡膜,虹 彩 毛 様体,前 房 水 の 順 に移 行 濃 度 が証 明 さ

れ,水 晶体,硝 子 体 では 測 定 不 能 で あ つ た。

この よ うに点 眼 では 主 に 眼 外 部,結 膜 下 注 射 では 眼 外

部のみ な らず 眼 内 部に もか な りの 移 行 が み られ る こ とか

ら,本 剤 の局 所 投与 も期 待 で き る もの と考 え る。

4・ 臨 床 成 績

症 例 は外 麦粒 腫10例,内 麦 粒 腫13例,隈 瞼 結 膜 炎,

銀 瞼膿瘍 各1例 お よび 急 性 涙 嚢 炎2例 の 計27例 で あ る。

これ ら症 例 に1日4回(8才 男 子 の1例 の み1日3回)

1回150Pgを 経 口投 与 し,2～7日 間 に総 量0.9～4.2

.三9用い て全 例効 果 が 認 め られ た。

また11例 の 手 術患 者 に術 後 感 染 予 防 の 目 的 で1日

1600mg3～7日 投与 して有 効 に 作 用 した
。

副 作用 として,術 後 感 染予 防 の1例 に 軽 い 胃部 不快 感,

嘔 気 が み られ た が,そ の 他 に 認 むべ え も のは なか つ た。

(120)Methacyclineに よる耳 鼻咽喉科

感染症の治療 成績

三辺武右衛門 ・太田 昇 ・飯田宏美

関東逓儒病院耳当阜咽喉科

徐 慶 一 郎

同臨床検査科

Methacycline(MC)の 抗 菌 力 とTCの 抗 菌 力 の比 較 。

MC内 服 患 者 血 清 の起 炎 菌 の増 殖 に 与え る影響 ,お よび

MCを 用 い た 乳 幼 児 の 耳鼻 咽 喉 科 感 染 症64例 の経 過 に

つ い て 報 告 したり

1・ 抗 菌 力◎MCとTCと の抗 菌 力をStaPh、aur.2,

StaPh・epid・3,Providencia1,DiPloc.Pneu、2,Strept.

α型1お よび β型1,計10株 に つ い て 比 較 した 。StaPh、

aur・ の1株 はMICがTCで100mcg/ml以 上 ,MC

で50mcg/m1で,残 りの9株 はMC・TC共 にo.8mcg/

mlで 発 育 は阻 止 され,両 者 の 抗菌 力 は ほ ぼ 同程 度で あ

つ た。

2・ 菌 増 殖 に 及 ぼ す 影響:24才 女 子 の 慢性 化 膿 性 中

耳 炎 耳 漏 よ り得 たStaPh.aur.と,19才 女 子 の 急 性 化

膿 性 中 耳 炎 耳 漏 よ り得 たPseitd.aerug.を,そ れ ぞ れ

MC150mg内 服 前 と内服1時 間 後 の患 者血 清 と混 和 し,

ブ イ ヨ ンを 加 え10mlと し,キz.ベ ッ トに 入れBiophoto-

meterに よ り増 殖 曲 線 を 画 い た。StaPh.aur.で は 誘 導

期 はMC内 服 後 血 清 で は 約8時 闘 延 畏 した 点 は,そ の

間 菌 の 増 殖 が 抑 制 され た こ とを示 し,対 数期 曲線 の傾 斜

もMC内 服 後血 清 で緩 や か で あ り,生 菌 数 の 増 加 率 の

低 下 を 示 した。Pseud.aerug.で は 誘三尊期 お よ び 対 数 期

曲線 はMC内 服 前 後 で著 明 な 差 は み られな か つ た。

3.臨 床 成 績:MC-Syrupを 乳 幼 児64名 に 使 用 し

た 。1才 以下18名,6才 以 下41名,6才 以 上4名 で あ

るo

効 果 判 定 規 準 を,い ち お う次 の よ うに した。 著 効:服

用1週 以 内 に 自覚症 状 消 失,他 覚 的 所 見 も消 失 ま たは 治

癒 とい え る もの。 有 効:服 用1週 以 上 で の 治癒 例。 但 し

慢 性 副 鼻 腔 炎 お よび そ の急 性 増 悪 の 各1例 は,自 他覚 的

に 改 善 著 明 で あ るが,治 癒 には 到 らぬ もの を含 め た 。 無

効:服 用 に て 軽 快 しな い も の,お よび 他剤 変 更 また は 他

処 置に よ り治 癒 した もの。

服 用 規準:1日 量 と し て1才 以下75mg,6才 以 下

150～200mg,6才 以上300mg。 もち ろ ん体 重,経 過 に

よ り1日 量 と して 最 高400mgを 用い た 。

臨 床 効果;急 性 化 膿 性 中 耳 炎34例 お よび そ の再 発 例

2例 中,著 効19例,有 効13例,無 効4例 。 急 性1綜 屯

性 中 耳炎13例 中,著 効10例,有 効1例,無 効2例,
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急 性 外 耳 道 炎3例 共 著 効。 急 性 扁桃 炎6例 中,著 効3例,

有 効3例 。 急 性 副 鼻 腔 炎3例 中,著 効1例,無 効2例 。

慢 性 副 鼻 腔 炎4例 中,有 効1例,無 効3例 で,そ の急 性

増 悪 症1例 は 有 効 。 計,著 効53%,有 効30%,無 効

17%。

著 効 例 お よび 有 効 例 中 菌 検 出 の で きた19例 は 何れ も

TCに 耐 性 は な く,StaPh.aur.9,StaPh.epid.2,DiPloc.

Pneu.2,Strept.4,Klebsiella1,Neisseria1で あ る。

無 効 例11例 中7例 に 菌 検 出 を み た が,TC耐 性 はSiaPh.

aur.1株 のみ で,1)iPlec.Pneu.2,HaemoPhilus2,E.

coli1,Strept.1の7株 は は何 れ もdisc試 験 で はTC

有 効 で あ つ た が,臨 床 的 に はMC無 効 で あつ た 。

副 作 用:特 に な し。

4.ま とめ:抗 菌 力はMCとTCと で ほ ぼ 同程 度 。

感 受 性 菌 では,MC内 服 に よ り,あ る 期 間菌 増 殖 が抑 制

され,そ の後 も増 加 率 の低 下 が み られ る。 臨床 例64例

中著 効34例53%,有 効19例30%,無 効11例17%

で あつ た。 副 作 用 は 特 に み られ な か つ た。

(121)Methacycline(Rondomycin)

の 外 科 的 使 用 経 験

柴田清人 ・花井卓雅 ・加藤剛美

水野貴男 ・斎藤道夫

名古屋市立大学第1外 科

Oxytetracyclineか ら4段 階 の 化 学 的 合 成 を経 て 得 ら

れ たMethacycline(Rondomycin)は 内 服 後 の 血 中濃 度

が 長 時 間有 効血 中濃 度 を持 続 しか つ 尿 中 排 泄 量 お よび そ

の 回 収 率 も高 く,副 作 用 も少 い とい わ れ て い る。 また

Methacyclineは 従 来 のTC系 抗 生 剤 に 比 し さ らに 広 範

な 抗 菌 スペ ク トル を 持 つ薬 剤 とい わ れ て い る◎ わ れ わ れ

は このRondomycinを 外 科 的 感 染 症 に 使 用 し,併 せ て,

血 中 濃 度,尿 中排 泄 量,病 原性 ブ菌 に 対 す る感 受 性 お よ

びOxytetracyclineと の交 叉 耐 性 の有 無 に つ い て 若 干 の

成 績 を 得 た の で報 告す る◎

1)血 中 濃 度 に つ い て。 健 康 成 人3名 に つ い て150

mgお よび300mgを 経 口投 与 し投 与 後1時 間,2時 間,

3時 間,4時 間,5時 間,61時 間 後 の血 中 濃度 を 大 久保

式 帯 培 養 法 で 測定 した。 検 定 菌 としてPCI219株 を使

用 した。 そ の 結 果 は3時 間 後 に ピー ク を 示 し150mg

の場 合1.02mcg/m1,300mcgの 場 合1.67mcg/mlを

示 した。 そ の 後 漸 次 減 少 し6時 間後 に150ingの 場 合

o.58mcg/ml,300mgの 場 合o・85mcg/mlを 示 した。

MethacyclineとOxytetracyclineと 各150mg内 服 し

Crosscverし て み る とMethacyclineの ほ うが そ の ピー

クは や や 低 い が,6時 間 後 に は 逆 に や や 高 くな つ て い る 。

またMethacyclineを 各種Tetracycline系 抗生物質 と

比較す ると,DMC-TC,HCI-TCよ りは低濃度 を示すが,

テ トラ リサ ール よ りはかな り高濃 度を示 す。

2)Methacyclineの 尿 中排 泄率 につい て。Methacy--

cline300mg内 服後6時 間後に は51mg17%排 泄 さ

れ,24時 間後には117mg39%排 泄 された。 これを各・

種TC系 抗生剤 の尿中排泄 率を比較す ると,Oxytetracy-

clineよ りは少 く,DMC-TC・HCI-TCよ りは多量に捧

泄 されてい る。

3)Methacyclineの ブ菌に対す る抗菌力 につ いて。

外科的病巣 よ り分離せ るコアグ ラーゼ陽性の病 原憐ブ菌1

60株 に対 し平板稀釈法に よ りMethacyclineに 対する,

感受性を測定 した◎'その結果は3mcg/ml以 下に31株;

(52%)を 示 し100mcg/m1ま たはそれ以上の 高 度耐性.

株は10株(17%)が 認 め られた。 またOxytetracycline

との交叉 耐性 の有無 を調べ る とほぼ交叉耐性が認め られ.

た。

4)Methacyclineの 臨床使用成績について。Metha・-

cyclineを21例 の外科的感染症 に 使 用 した。投与量は、

成人では1日600mg4回 に分けて 投与 し学童ではその

半量を投与 した。効果 判定 は投与後3～5日 までに炎症

症 状が改善され た場 合を有効 とし,改 善 されない場合を

無効 と判定 した。そ の結果は21例 中16例 に有効例を・

認め無効5例 であつ た。そ の有効率76%で あつた。

副作用 として2例 に軽度 の悪心 を認め た。

症 例 として,白 血球数14,600で 虫垂切除術を施行 し.

術後 クロマイ1g投 与 し,一 旦 解 熱 せ るも,第4病 日1

よ り発熱あ り,Methacycline600mg投 与 を 開始 し,

投与後3日 目よ り解熱 し軽快 した。

さらに症例 として直腸癌根 治手術 後7日 目よ り発熱あ・

り,手 術創よ り膿汁 を見,培 養 に よ り黄 色ブ菌を証明し

Methacycline600mg投 与 に ょ り投与後5日 目より膿

汁の減少を見,軽 快 した。

主題B-5各 種 感染症

第1群

(122)淋 菌診断におけ る螢光抗体法の・

応用

水 野 重 光 ・松 田 静 治

弓 立 博 ・番 匠 信 夫

順天堂大学医学部産婦人科学教室

われわれは昭和37年 以来,横 須賀地区の米兵を相手三

とす る特殊業態婦,並 びに東京都 の売春容疑者について一

淋菌 の検索 を続 けて来 たが,そ の診断上の蛍光抗体法の・

意義 と応用成績について検討 し,い ささかの知見 を得た




